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第 １  審 査 の 対 象 

 

１  平成 19 年度 東京都板橋区健全化判断比率 

 

（１） 実質赤字比率 

（２） 連結実質赤字比率 

（３） 実質公債費比率 

（４） 将来負担比率 

 

２  平成 19 年度 東京都板橋区健全化判断比率算定様式 

  

第 ２  審 査 の 期 間 

 

平成 20 年 8 月 25 日から平成 20 年 10 月 7 日まで 

 

第 ３  審 査 の 方 法 

 

１  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「法」という。）第 3 条第 1 項の規定に

基づき、区長から提出された上記の健全化判断比率の計算が正確であるか、算定の基礎

となる健全化判断比率算定様式に記載された計数等に誤りがないかを主眼に審査を実施

した。 

 

２  健全化判断比率及び健全化判断比率算定様式の各数値の検証にあたっては、関係

部課からの聴取をするとともに、その基となる関係資料の提出を求め、照合審査した。 

 

第 ４  審 査 の 結 果 

 

１  健全化判断比率及び健全化判断比率算定様式に記載した数値は、各会計歳入歳出

決算書等決算数値・諸資料・諸帳簿と照合審査した結果、適切な算定数値が用いられ、

その算出過程は正確であり、誤りのないものと認められた。 

 

２  実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の各比率は、 

法に照らし、いずれも適正なものと認められた。 
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第 ５  総  括 

 

１  健 全 化 判 断 比 率 

                                                          (単位 : ％) 

板  橋  区 
区     分 

 比   率 (算 出 比 率) 

早 期 健 全 化 

基   準 

財 政 再 生  

基   準 

実 質 赤 字 比 率 － (△ 3.30) 11.25 20.00 

連結実質赤字比率 － (△ 5.09) 16.25 40.00 

実 質 公 債 費 比 率 4 . 3 (   4.3 ) 25.0 35.0 

将 来 負 担 比 率 － (△46.2 ) 350.0  

 

      ※１ 比率の「－」 は、当該比率が生じていないことを示している。 

※２ (算出比率)は、既定の数式により算出した参考数値である。 

 

     （１） 実質赤字比率 

        平成 19 年度の一般会計等の実質収支は黒字であり、法に定める実質赤字比率は

生じていない。 

なお、早期健全化基準は 11.25％である。 

 

    （２） 連結実質赤字比率 

        平成 19 年度の一般会計等と特別会計を合計した実質収支は黒字であり、法に定め

る連結実質赤字比率は生じていない。 

なお、早期健全化基準は 16.25％である。 

 

    （３） 実質公債費比率 

        平成 19 年度の実質公債費比率は4.3％で、早期健全化基準の 25.0％を下回って

いる。 

 

    （４） 将来負担比率 

        平成 19 年度の将来負担比率は、将来負担額よりも充当可能財源が上回り、法に定

める将来負担比率は生じていない。 

なお、早期健全化基準は 350.0％である。 

 

２  意   見 

 

     板橋区における健全化判断比率の各指標は、いずれも早期健全化基準を下回っており、

法に照らし、適正なものと認められる。 

     今後も、行財政改革を着実に遂行し、より強固で健全な財政基盤の確立に努められた

い。 
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参  考 

1 実質赤字比率 
 

実質赤字比率とは、一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率を 

いう。 

一般会計等とは、一般会計および公営事業会計に属する特別会計以外の特別会計を指し、

板橋区では一般会計のみが対象となる。 

 

                                      (単位:千円) 

     一般会計等の実質赤字額   △4,265,566 

                                 × 100 ＝ 実質赤字比率 △3.30％ ⇒ 「－」 
※ 標準財政規模      128,891,788 

                                           
 
  ※ 標準財政規模  

標準財政規模とは、自治体が標準的な状態のとき、通常収入されるであろう経常的一般財源

の規模を示す。健全化判断比率の算定には、標準財政規模に臨時財政対策債発行可能額を

合算した数値を用いる。 

                                        

 ２  連結実質赤字比率 
 

連結実質赤字比率とは、全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率を 

いう。 

板橋区では一般会計に加えて国民健康保険事業特別会計・老人保健医療特別会計・介

護保険事業特別会計が対象となる。 

 

     (単位:千円) 

    連結実質赤字額  △6,565,270 

                            × 100   ＝  連結実質赤字比率 △5.09％ ⇒  「－」 

標準財政規模   128,891,788 

 

 

３  実質公債費比率 
 

実質公債費比率とは、一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政

規模に対する比率をいう。 

実質公債費比率は、過去 3 か年の平均で算出する。 

 

              平成 17 年度  5.55868          17～19 年度の 3 か年平均 

平成 18 年度  4.84402      ⇒    

平成 19 年度  2.73326                4.3％ 
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平成 17 年度                                                     (単位:千円) 

 
                                 元利償還金・準元利償還金 

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋に係る基準財政需要額算入額）         実質公債費比率 

       9,082,920     1,159,728        0           3,793,855 
                                                             ×100 ＝ 5.55868％ 
     標準財政規模  －  元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

     119,806,976                   3,793,855 

 

平成 18 年度                                                     (単位:千円) 

 
                      元利償還金・準元利償還金 

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋に係る基準財政需要額算入額）         実質公債費比率 

       8,612,482     2,050,007     384,578         4,366,514 

                                                             ×100 ＝ 4.84402％ 

     標準財政規模  －  元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

     126,401,576                    4,366,514 

 

平成 19 年度                                                      (単位:千円) 

 
                     元利償還金・準元利償還金 

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋に係る基準財政需要額算入額）         実質公債費比率 

       8,224,931     1,120,811        0            5,986,414 
                                                             ×100 ＝ 2.73326％ 
     標準財政規模  －  元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

     128,891,788                     5,986,414 

  

 

４  将来負担比率 

 

将来負担比率とは、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対す

る比率をいう。 
 

  

                                                        (単位:千円) 
充当可能    特定財源    地 方 債 現 在 高 等 に係 る 

将来負担額 －  基 金 額 ＋ 見 込 額 ＋ 基準財政需要額算入見込額）       将来負担比率 

  102,650,050    41,572,276       0            117,906,339        

                                                                    ×100＝△46.2％ ⇒「－」 

標準財政規模  －  元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

128,891,788                        5,986,414 


